
日頃より、町道女川出島線の出島架橋事業にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。

当事業のうち、「出島架橋本体工事」は、女川町から依頼を受け、宮城県が施工を進めています。

架橋地点では、橋台が完成したほか、架設時に橋体を支える海上ベント設備の設置が完了しました。

また、架設に向け本土側・出島側側径間ブロックや、クレーン船「海翔」が女川港に到着しました。
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ｱｰﾁ支間 306.0m

お問い合わせはこちらまで

工事場所

※完成イメージ

鋼材重量 約4,100t

橋梁形式 鋼中路式

アーチ橋

※完成イメージ

出島架橋

本体工事

裏面には

「進捗状況と今後の予定」

の記載があります。

【凡例】

：道路部

：トンネル部

：橋梁部

★出島架橋本体工事に関して★

宮城県 東部土木事務所

〒986-0850 石巻市あゆみ野五丁目7番地

電話：0225-98-3145

★事業全体に関して★

女川町 建設課 土木係

〒986-2265 牡鹿郡女川町女川一丁目１番地１

電話：0225-54-3131

い ず し ま か き ょ う

出島架橋事業だより

女川町公式サイト

（You Tube）

★架設ライブ配信

かいしょう



工事の進捗状況

今後の予定 進捗率：全体 77％ 上部工：工場製作 100%、現地工事 64％

（R5.9月末現在） 下部工：現地工事 94％

●上部工●

クレーン船「海翔」を使用し、出島架橋の橋体架設工事を実施します。架設は合計３回計画して

おり、本土側側径間、出島側側径間、中央径間の順序で進めます。なお、本土と出島がつながる

中央径間架設時に、これまでの事業経緯や施工状況等について女川町がライブ配信を実施します。

●下部工●

本土側及び出島側ともに、橋台周りや取付道路部において、側溝などの排水構造物を整備するほ

か、法面の側溝周りについて張りコンクリートを打設します。

第１回架設

本土側①側径間アーチ

②側径間補剛桁

第２回架設

出島側③側径間アーチ

④側径間補剛桁
第３回架設

⑤中央径間アーチ・補剛桁

架橋地点 本土側 架橋地点 出島側

A１ 橋台

B１ 海上ベント
B2 海上ベント

P１ 橋脚

P２ 橋脚

A2 橋台

300t積台船

200t吊級クレーン付き台船

海上ベントは石浜ヤードでユニット化

したものを海上輸送して設置しました

＜架設順序＞

①側径間アーチ→ ②側径間補剛桁→

③側径間アーチ→ ④側径間補剛桁→ ⑤中央径間

側径間ブロックの海上輸送状況

兵庫県東播磨港から女川港まで約1100km

4,100t吊で日本で一番大きいクレーン船です

三重県津から女川港まで約800km

7000t積台船で輸送しました

かいしょう

クレーン船「海翔」の海上輸送状況

ひがしはりま

かいしょう
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